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->L.JLも

しちi:言高 さ盲三実のじ

;蔓T.軍喜……萱IT7川 ;■†+i

何)

内
外
四
カ
国
童

心
の
作
品
に
感
銘

iiii 
ど
昆
学
伝
笛
れ
た
子
ど
も
た
ら

にそれぞれのSB悶の文化や

衡の軍

E
品
、
2
1

t
L
た
;
2

2
8
T

@予ど・た
ちで
実に官
わ
い

em
a
--，‘ 

昭和ω食事9月 四 日りよだ民市良

コ
リ

食
a本合

ん
プ

叫
が

雪
量

E

さ
ン

会
副

の考古置で

あ
ラ

同伊

唱Z
A
R
-
--十亙

か
グ

市
川

回会胞の，

お
に

の

ιEz
--

本
ス

-
a
b
2
3ルで

B
-ヲ一
奮
ゆ

2
-
[
開

a

t

-
-

句"八園金

i

t

f

t
t
Z高

犬
舎
に
z
t
E
L
K

-

2

t
き
《
官
六

十
七
人
山
z
a
E
a

!

1

7

1

2

 

Z

Z

A

i

-

-

の鍵・宵宮-m縄
LezLPB

火舎は冒J':AP凪

'eAで

高
a
主
百
二
2
日
a
s

細

陽

戸

;
t
t
Z
大

舎を紐て関西プ，，

，代
表

圭
図
仲

WEEJuhav岡大金

奈!! 568 J} 

2

2

2

S

7

5

 

は三十日伺館、豆
γ

友否亙+人

が

E
J
E
-
-
空
の

t
g
z
'
S
E
a
 

-A・7
1
ジ、勺ぱ、伝.，広げ

られましたa、h-‘
.m位置
』《小

i
g
i
b
 

i
t
t
-
;
唱
し

t

i

t

i

 

です・

開岨.-.岬関川......
... ，掴日，"，刊で，

調.企1l.-.1I.2..‘ 1..5 

*・目午.1"-‘・・.，・..
酬・1

LS*.石五つ

• 

明細1I:......，u.臼午後3ト
坤酬柑士晴同}

， "即位駒 1‘" 献 岬
~III ，‘. .息泊目" 徳

間川地・{目的

毎週火岨目今後1ト同

10月

LlfIlIl亙五つ

守
、
ん
の
E
に
t
h
で
一
飾
品
T
し
た
Z
E
E

-z
州
市
に
ゐ
る
名
山
、
陶
山
の
豆
↑
す
・
開催中市Mnaらも多〈

i

z

t

i

-

-

揺

れ

に

t

t

ま

《Lhg》時代子・干の石渇美一した・

奈
良
で
医
療
研
修

期

-R密閉め定自・市中園冒

f

i

i

E

 

i

s

+

E

S

 

E

R

E

f

-

i

 

i
i
q
 

h
g
?

・
来日したのは価安富市節回

人

i

i

i

uw芝翫隠の県凋備さん《包・
8

と
阿
舗
一
人
民
瞬
鍵
外
材
玄
輸
霞

の厳令旭区さん《“・
8
で
=
人

は
す
で
に
酉
E
t
し
て

M
9
今
回
の
研
・
で
は
陸
a
・
m

-
Eに
ご
て
z
tと

のことです
・

憲
良
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
中

聞
の
'
・e・'盆療援・・"

のにめに五舗にわた，九Aの

E・世中閣へ禄azしさした

が中国の医・をERmz明修の

た
め
量
2
2
Z
自
a

初めて
・

=一H来日のあ‘さAVのた

め
、
荷
役
所
高
れ
た
二
人
は

面白
E
F
で官
Etoa

E
e
T
ん
は
t

-

z

-
z
a
で
E
の
は
た
工

i

i

〈

の

こ

i

u
a
a
の
た
め
に
霞
号
R
』

Lftlll..コ
.li!:1i:".・.，削.‘畑町
年目、川 2幅削引・E
S同国... 回一胸〉
aa 11.此訓. .... 
・幽阻 -.11111 別組目…叫《….当帽.‘ ・吻m・
I B 1'< "'Il闘醐 •• CJta .•1t五五コ
岬 m ・....叩・・ー
臥幽_.'l公困地

第
十
一
一
-
a
w
・
厳
a
市
児

一九虚で

.

.
 ‘-q
ば
、uhaE不

慮母礎実検仰a・“"が九月留

一されka・m・
2

かな且
・京煽-a

au
詩

β
j
一い
七
件
一円
J
h
u

E
M
E
a
-
-
圃
，
‘.、

‘‘

E

-
一

-14
'r書
留

z
z
t
も

圃
圃

F
F圃開
l
h，

y
、aF
二
心

情
息
詰

?

の

zt
一1
圃
園
町
汁
d
v

川
li
h
R
M
二
石
樋
翼

1
1片

山
川
川
町
肘

H

・・f九
叩

r
dj
m割
二
の
刷
出

Z
J

1
t
E
で

・
・
・
F
園
田
EB

t
d

t
d

E
E

-
-
F

の
肥

t

E

海
E
E
=
・
・
圃
叫
崎
温
喝
1

l
H
Fh
闘

二

寸

と

年

L
て
w

t

・--R
EF
R
L
B司
竺

主
，
州罵

品
Z

!
!

-i
i
z
 

盟

諸
明
翫
圃
一日
ドハ「川市

圏

maR前九ペイ圃

『・・
・2
暗唱・a圃E‘
略・a，
BE山
Ht
一
室
で
術
史
跡
文
化
年宅Y9で

Y
T
-

-

r

f

i

 

z
z
小
ゆ
田

園
a-・
・
司

晶
E-
-
M
圃副

一ましら

写生の絵画aTa胃圃

『・司
けイ
1
1

凶.，，
L---a圃圃圃置

一
削
援
の
写
真
四
十
八点はずぺ

学なと孟Z四九+.，
.. A
M
I--
-z酒
屋
2
・FER-----
一て滋賀県大海
市在住の侵斧事

E
2
2
舎
は
士
一
手

前に奪聴の主婦宮中心に納氏

さ
れ
「
自
主
し
〈
-F

E

e--m，
t
F

に・・ha一向丙
.. 公

自
な
ど
で
富
E
3
2

aEし
九
九
月
十
日
に
は
山
本団

雪
量
占
人
が
E
E
を

E
Z
ν
I
a
t
-

-しまし句

商
血宮市の

笹陶
ニ人

-
f
h
L
句
二
人
は
潤

E

B
里
t
、
ま
で
の

e議を鎗めました
・

慶
州
市
で
交
歓

泊
奏
会
ひ
ら
〈

2

3
ま

S

am-奥
少
得
少

ea--明園内今直四

五一R--aRVは八月十九unn

aη4
一+ー一三固までの玄組問・圃

i

L

i

a

 

州
市
e
E
;
S
2
2

2
;
:・2
L

ehのは岡健二十一人と父兄

Eら
I
・

一行松一
一+日

慶
州耐震所

ン
プ
を
共

に
仲
間
づ
く
り

キ
ヤ

1
i
で
は
憎
ま

"・小宇佐《.本高・"校長》

玄
犬
写
生
ゐ
そ
の
・
酒
場
・
Lワ
-e

beて哀ムT吉一
一-人&八月三十

t

a

i

E

i

 

a胃・危どでき-RA，
b筒'・
5

し

ら
，
』
れ
Z
S
E
E

L
仲
圃
&
駒
w
.
，
て
行
働
す

CA亙石亙コ
材一.... II'f.・~...崎..・・.周"λ・個..
S風

に自慢雌車線市ZRba骸勧閉した

f
商
工
会
理
主
宅

Z
E
H
f
た
罰
Z

年
少
女

A
W
咽
凶
と
世
界
の
歌
V

Ha・
の
欧
・
開
闘
の
殴
わ
ら
べ

歌危どの」フ開グ
，ムで焚
-a

a
z
e
F
奮
し
先
企
〈
に

1

2

z

f

z

e

 

h
:
3
L
罰
2

2

5

f

i

t

 

-

-

2

1

2

 

L
2
E
2
こ
れ
ら
の

E

は

'

i

f

i

1
1
S
S
E
-
日
に

は

4
1
2
1

4
S
Sニ
i

固しました・

i

i

z

 

高
校
三
忽
生
虫
で
の
子
ど
も
た
ち

!

i

=

 

1
2
2
i
し
て
、

手
・
2
の
E
な
と
に
つ
、

て
の
問
、
t
z
閥
会
館
雀

@乞
O
豆
七
》
へ
@

E

i

i

T

i

 

S
F
目
ざ
し
て
E
f

はamqているもので令"で

豆凶
u
・

aw南隣保障でき
r歓迎合が

Eれ

r，年
f

t

詰
F
'
i
b
-
-
4

んなどを
命中
心
に
共
d
m
g
a

腕 向 山 町

同 .:.:...-削刷用町守蜘・・4 制時
園田・・"'.111111 JI制帽m・・4 即時

C_.II亘コ

柿醐a・H 蝿姐酬明U.曾同-"'.....:ta日"日
I"t'. if>!>+'!.叫止の醐

co百五五百五コ

c;;亘主，..コ

-
2
与
し
た
・
2
t
z

:
F
2
7
a
J
 

-WAVYプに入'みんなでタ

t

7

3

t

z

t

 

L
産
自
に
λ
z
f
e

:
1
J
T
S
L
t
 

t

z

t

t

s

t

 

品
t
』
&
z
z
z

ひ

t
し
て
か
P
I
t
t

a

s
電
車
S
L
t

し丸、予左も化、，は肉じゅ惇陵W院

で
あ
る
』
と
か
ら
や
a
て
開
じ

2

3

2

t

i

 

Z

と

?

E

7

i

闘しともの
・

一

『声
』
を
募
集

M

i

m

L

i

f

 

;

i

z

 

--曲〈ださ‘
.
四百字
-zで

ιunηかー‘ι-f-

一

'・a硝一
-am大路商
一TU
{

--R-mR所広.公
... 健一

『

-
c
a
-
-
e
て
一

八+二人と崎」An
・川崎ma-

A
P
i
l
 

s
-
-
E住

s

i

t

E

E

E

 

!
?
た
』
と
い

う忽定
5
-
i

，.. に分aれた掴貝

E
約二一
6
揺
れ
た
打
開
n

t

略
取

aamyd'《台を使AVて

柳
生
地
区
で
消

±
z
a
e
-
-
2
き
な
が
ら
の

E
E
Z
十
分
五
z
t

防
訓
練
防
災
E

t.

面
2
日
』
の
九
月
一
目
、
E
じ
E
Z
Z
E
-
-

sma・m・"生町の旧'生膏家巻市棚卸団長M『
J
幽

R，mLつあ

毘般で・生摘腕掴Lz-Rm防
一るbわb'ezぜん・自分らの

事合同の柄防-a-a行bれaz
一EU
自分らの手で守るんだと

L
t・

-‘う
篭待。りで今後ともがんE-

・泊しためは卿生aR防団員
一今
てULI
」&調示し・・した・

増
刷
員
同
行
政
相

般
な
ど
変
わ
る

-
週
底
眼
目
午
前
九
時
a
ら
午

3

2

Z

2

5

 

て
e
脅
し
た
司
行
蔵
稽
・
』
は
+

l
i
t
z
し
ま

す・青
空

z
a
H
E

R

t

z

-

i

 

=一.欄厳盆で

-zた鍵日偏

=
-
S
H
E
-
-
t
E重

では燭邑公HR・-でEHうこと
に

し-zした・
-
M
A
t
t
-
z
 

a停泊
R-時から岡嶋-aで行令

て‘.aLた冒・公民
.. での

『.剛盈綱領』は-mm-0・mE

ara火.闘に-n・2ζ&にk，

撃した
:

材網岡回世 . ....... 火

捕時筒圃4 ・島岬

~....・帽個師刷・・.・H・.. 四剛・・手陣叩・・・4・s-・.姐M 肝...

材 陣 闘田圃.- - 昨a・H・1....土周目".午宮
山 ":5515.輔のん

c;;;高五百五コ
ロ ー判、岨幅制即

日す凹1I"~l阻創ul-・L山 下1.'.11 
lI:a"..，.¥..t1" 

.姐z刷錫1個目時・・-

.峰崎劃"..，，~の岨.

亡五百五百..つ

c:;;;亘..石手石高コ

亡亙..五五百亙コ



(7)昭和60年9月15 月 兼 良 市 民 だ よ り ホ568号

ち●刀1αと出● さ○ 化tJt*次圭 めLt苧悪妻きき; ;:;.!言;tt筆書売 芸雲;拍 云三吉蔓:葦崇蓋三豊言霊言苦▼!吉',壬±誓Jl字号夏空Lt'ミ会 氏;:三善 .?貢芸…H.芸書書芸垂 号に''tEI～′､■Lt.カモま等■tの蓋■● 山ナ●レJLL 衣_.-と与て土子旨三吉呈2言 とTE去まて■午とEl32JLJtEl書■L一 て日Eet:午IH乍 H
l+ぎA+〇一l千十

産■苦1■▲oJ馳 蛮 三重=:i;:ごi:コ=;芸蒜 iL.: 書等 ′九乃∩十 F]ち●†titJ書 でElEI≡Jt〉lJ万丁牛β二lt.■.

､十*Z十十三I _.賀 芋 蔓……蓬 薫 莞 ≡部 室 人大書大Zrttt人8すと+JI+■ 岳誓〇

三書写宝…言+L IJILRZ■…董～

ti蓋至毒宝十ヽ一指 L. .. I rEI+育A++こi一

十在日玉

午ゎ∴▲◆ の暮 すJAY-墨書美星)i

こ 拝平ら でtln JI 丁 十王E)

四月HIll) a 午If■十■=̂*

) I ∩■一 …墓室至妻,
Eモ王子哀⊥十l■七122J] 暮̂■tTJLA に十も■Jttとで rlJttt ■.一

十■■■■■t■■ー+t■三毛主.t-壬て真j†i･¢t牛もl JL*101暮)■書 t■ぎJt中てt～ZL.つとr=2)8 人 TJt}h -L t■tl+
t▼21llA IJAbJT､B大■■rJdiB･玉■1-仏 ZIJFW ■■■■′JEJZ■tJL企■JLJ く

さ 掴ZSflA 千代r丘lT) B TdL*■吋 lL千

代ヶ丘榊 ■11 ▼一■一■■ー▼■●iJir書II し;宣誓至芸 三:含

1 I辛■iI1辛tT半f-I ○～芹.-育苗Jl十Pq二二1去1号【一 十 〇日I交 十tJlI .片手I-Jl7̂ の- *表畠重量 垂描 毒力十五十 十ZLIrt十Ifl一十～三八日■の■】■I-jI IL;7
′童芋7-五■

一〇;I公lbEt育■ 甘 主TJrJt 書.ZETHLfJL Jtt■FI fつ◆EP h す ;票男君幸 !h tlI五上 蓋H Dへ 空

自
-
5

2

E

S

S

E
-
'
L
I
E
-人

E

Z

S

E

E

-

-

観

7
9の
た
め
の
a
警
笛
得

し

た

E

2

2

2

3

y

'
e
ア
h
z
L
て
霞
怠
て
て
も
ら
ー
、

ま
す
・S

-宣
言
J

草コ頁

f
 

-
一
三
品
目
午
前
九
時
事
，

E
t
T
《
実
恒
の
嶋
舎
は
午
鯛
十

時

4

Z

き

・
土

闘
で

:

2

・

5

2

な

ど
に
E
a
f
E
公
民

鍾
の
-
R・
賃
補

'y・74
アル』

L
て
・
カ
で
舎
る
成
人
二
十
人

"v
・
a
・
-
目
車
掌
-
R
・
円
零
凶
u

'νピ
睡
眠
醐
写
利
主
夜
縄
便
物

由

a，aιR・

a
z
-
-
a
布
障
者
は
往
復
は
泊
舎

に
住
所
氏
名
匁
除
電
街
脅

守
ピ
タ
ォ
-
n
j
'
a
m
衡
の
有

-
m
ピ
タ
Av
-
-
の
舞
肢
の
有
無

《
め
れ
ば
E
V
事
、
て
九
月

車
場
弓
犠
氏

一四
一

文
化
鶴
演
会

一間
一

E

2

2

に

2

2

E

m

z

z

t

z

品

め
て
t
u
:
E
，
Z
会

主
・
の
第
七
回
市
変
化
a
a
罰
金
a

次
の
よ
'
に
圃
a
れ
企Zす
・
参
加

希
鍾
皐
奮
は
盆
霞
ほ
が
舎
に
健
康

氏
名
i

年
鋪
性
別
電
g

・・9

主

‘

Z

E

E

-

に

E

化
鳳
合
一条
大
崎
剛
一
了
目

曾

・
一
一
一
一
》
A
1
a
-
・
で・

叫
が

-e
一
俊
民
一
人
限
，
、

e
e
-
E
士
E

さ
E

-
-
m
ニ
+
A
'
e
a
こ
ろ
・
-
m
由民

脇
文
化
ミ
シ

p

v
'
t
-

-同師
・
「
抵
の
恵
"
'
F
l
，
か

ら

戸

ニ

Z

u
g

z

e

-

-
L
込

ん
で
，
、
必
き
も
・
は
が
-
-
-
倹
に

一-A
限
。

.""-R【
仰
角
.
，

宇

15

2己
負
特i

z
 

--o-g 

方

-a--a

十
月
《
'
a
t
朱
等

一
三
月
二
十
一
三
"
の
M
-
n
m
こ

・悶

白
幡
臼
《
十
n
u
-
-
-
=
-B
値

目
》
午
蘭
十
時
J
E
午
・
十
一

一嗣

で
終
了
・
成
人
孟
十
人
・

u
m
受
淘
働
団
m
・
"
“
往
僚
は
a
e
に

住
爾
氏
名
網
干
"
‘
単
.. 

9

t

F

Z

E
--

2

 

2
量

で

4
・
3

・S
A
宵
は
倒
弓

敏
健
闘
a

・w・
山
大
写
&
典

型
つ
ぎ
の
&
r
m
き
ま
す

生

w
m
am
と
も
.
“
司
陥
聞
大
-
F
a
a

z
音
詰
阿
成
人
百
人
-

n
a
は
つ
，
の
と
お
'
で
、
時
間

午
後
三
時
F
三
略
奪
・

丸
月
三
十
-
日
・
2
y
ピ
易
3

タ
l
入
門
《
Z
Y
ピ
・
2
・
F
f

t
J
f
Z
A
と
は
何

e

v
九
月
一
一
I
?
:

直
木
賞
作
叡
a
Zれ

u，符dR
V
a定

員
削
中
隼
e
M
土
A
E
人
・

y-A
犬
同

1
認
内

;

?

と

t

I

t

s

-
A
E
M
-
-
ら
L

E

S

E

?

っ
'
T

E

E

2

3

十

月
十

九
n
・
』
寛
也
震
の
暢
仏関
《
震
直
文

圃霊

-
g

u
m
-
ス
探
検
鍋
骨
は
電
a
帯
、
.
，
a催

の
三
回
.
ま
で
に
開
舗
へ
O
L

治
ん
で
〈
だ
S
L
.

A

府
内
-
E
雪
一τ目

!

・

》

，.
5
・
e
企
z
m
a
R
a
-
-

十
月

a

t

t

て

l

i

f

t

?

十

一

時

単
・
十
凶
柄
、
"
T
-
a
人
語
十
人
1

・
・
は
万
易
構
拘
研
究
復
の
富
田
川

血
行
民
・

a-
田
づ
〈
M
-
-
富

十
月
九
n

b
e
勺
十
一
月
六
日
の
侮
品
調
会
ホ
趨
u

a一
略
奪
2
2
t
高
で

a
m
E
a
人
二
十
人
・

事
・
2
-
-
-
車

十
月
九
日
生
n
ら

十

二

月

十

一

E

f

-

-
闘
九
時
手
t
混
血
7
・
ナ
闘
で
鰐

E
a
人
二
十
五
人
・

3

3

2

5

1

 

a
東
名
住
所
1
4
同
名
伶
綱

z

i

i

k

て

ー

九
月
二
十
五
日
ま
で
に
必
・
で

-
人

R

t

百

2
4詰

1

5

r

I

三

日

E
E高
2

3

5

E

+

t

 

i

n

i

-

-

日
午
前
九
時
孝
2
十
一
時
手
・
十

闘
で
侠
r
-
-
A
二
+
人
・

-a・
Mm・---z

十
月
十
八
日

L

E

I

-

i

日

午
健
一
嶋
2
闘
時
・
+
圃
で
a

r
-
-
A
ニ
+
四
令

i

f

は

従

軍

E
E

-
伺
伺
m
a
窃
名
作
柄
、
氏
名

2

3

1

1

 

2

+

E

E

G

-

で

E

t
建
組
問
崎
喝
の
と
e
u
抽

ヨ
可
"
"
-
R
U
自
己
負
鍾
・

【

i
一
I
T
-

-
一
言
ν

昭
和
夫
+
年
.
直
後
期
-
a
宣
タ

・ヲ
プ
ι
z
q
，
の
遥
'
開
e
g
ず
・

2

E

S

E

E

-

朱

-
1き
zaa

は
柁
a
u
a
e
に
A
宵
寝
泊
侭
定
、

'ku:プ
eh

信

時

民

i王
子
一

2

2

8

 

w
a
民
進
幽
'
m
・
の
閉
拘
宗
十
隼

-R郷云一
一一
網
の
R
a
・
作
総
-
m
《
剣
温

2

2

2

r

弓

;

z

i

z

 

血
事
演
附
縁
由
思
&
Z
A
7
e
の
a
s
，
開

t

t

 

ax
禽
A有
鐘
宙
は
往
-
a
は
a
e
に

住
所
:
氏
名
句
平
愉
ハ
字
金
は
軍
ι

iき

E
;

鍾
・似
事
名
ι
z
.
、
て
九
月
三
十
回

u
-
a
で
に
6
・
で
ゆ
奥
武
遁
.

内

2
3
:ι込

ん

で
く

E
、
・

2
"は
喜
宣

t

t

-

a

m

i

a

-

-aは
-
-
W
M
m
険
“
"
含
む
》
.
，
m
e

l

t

-

-

6

 

.、
名

E

E

i

L

て

十
月
十
一
一
日
《
摘
印
有
鋤
》
撃
で

に
申
し
込
ん
で
A
t
・
責

担
当
却
の
時
は
袖
遇
。
受
童
疎
副
"
は
-
m

空
'

I

A

S

-

u

，

-R負組》

・
本
曜
日
は
休
.、

5

2

1

1

M

 

l
a
R
M
予
三
n
v
"
の
M
・
局
凶
n
-
a

午

後

書

?

八

自

主

宅

+
志
向
で
併
r
-
S
官
員
二
工
人
・

z

f

i

t

-

-
a
n
火
金
阻
M
の
午
後
z
a
可

t
大
崎
・

4
・f
-隼
生
以
と
の
初

心
・
=
+
人
・

剣
a
-
a
-
a
a
十
月
七
回
a

ら

f
i
?の

午

後
大
時
2
七
時
・
有
品
開
・
+
人
・

S

E

l

l

-

S
火
水
岨
制
の
午
後
五
時
掌
t

存
在
土
竃
闘
の
午
後
一
一
時
か
ら

三
時
手
・
4
学一

一年
生
以
上
三
十

・1

2

喜

一

τ人

a

Z

-

2

2

1

苦

か

ら

i"の
l

i

t
・2
5

土
で
平

E

の録
"
・
何
十
人
a

i

i

A

i

 

t-!s-

;
小
繁
一

-3
去

十
-
g
で
の
初
心
居
乙
十
人
・

細
企
糸
・
闘
の
午
後
穴
時
t
七
時
L
6

+
竃
"
の
午
俊
一

-7-一
時
.
‘

E

以

主

主

主

Z

F

初

心
者
十
人
。

i

l

t

s

 

週
日
・
M
E
-
-
t
八
時

手
・・縄
問
生
以
上
の
初
心
荷
4
人
-

i
l
i
 

-
-
週
土
値
目
の
午
後
五
時
2
七

臨
時
・
高
校
生
以
上
三
十
人
・

笠宮這敏・星

ハ
費
千
事
》
十
月

十
!
?
の
E

一
一
時
t
園
時
・
五
十
.
ま
で
の
二

十人・-
適
・
2
《
・
・
・
g
a
v
十
月

i

t

i

U

i

 

--同
i'
問
時
・
五
色
v
a
esで
の
二

十
A

門・

i

z

i

-

-写
=

E

、2
5

・

日
午
後
六
時
手
2
八
階
回
。
ι

五

分
・
十
五
面
五
了
。
貫
一
τ

人・
.
.
.
 
何
凶口敏・

+
月
一
三
+

一
同
長
年
二
月
十
三
日
z

a日
午
後
六
時
掌
t
八
自
十

Z
A
f
-
-

E
人
・

"

i

i

E

i

 

-
-
-n一
千十
八
日
の
・
週
-
-

a
午
後
穴
盛
時
学
d
八
随
時
四
十
五

宅

i

E

7

・

1

一

十

四
人
・

Z

Z

ス

E
』一十

九
日
t
Z
2
f
E
の
z

h
R
・
日
午
侵
宍
崎
学
t
八
時
四
十

五
分
・
十
五
闘
で
鋳
7・
定
員
男

会
各
ニ
L
Y
人
・

E-，‘.凪

十
月
二
十
八
日
?

来
等
二
一
E
三
闘
の
館
元
M
眼
目
守

徐
大
崎
孝
t
八
時
側
1
五
俗
、
十

型

1

2

z

z

i

t

a
-
-
五
日
t

z

-

4

5

2

趣
車
問

E
六車
J
八

E
1
4

十
回
で
-
R
f・
e
富
岡
三
十
五
人
。

事--A
E7
7

・
週
月
・
目

a
n
H
'
7

・
・
週
木
曜
図

掴

R
a
h
'
7

・
翠
e
m
・
日

1

2

:

3

7

2
 

金
曜
日

閣
は
午
後
六
時
学
t
A
"
関
十

五
倍
、
定
院
は
男
女
そ
れ
ぞ
れ

+
人
・

}移動図書館巡回宿本語副

叫周同《附附》ーへの←山一

.阻Z阻ま市内崎・...

《肱崎臨"・..時僻>C.岡崎し倒し&副

1，.，.1，. 柑刊伽ー酢・..，凶・"

で ，らI<-J.(の2降置奪巳こたえるべ"の

't...，‘・・U 叫 L品開附n 1..，."で四

中
国
語
鴛
座

ま
目
中

定
時
軍
関
治
市
企
市
鳳
a
w
-
-
民
舎

の

量

で

よ

E

Z
」

Z

SF
の
よ
ラ
に
聞
き
ま
す
・

受
-
a
a
荷
同
a
a
・
限
a
，
.
R
R
命
左
録

写
院
《
綱
智
院
町
=
-1
・
@
八
O

一
え
ご
青
コ
干
固
ま
で
に
ゆ

し
込
ん
で
〈
ど
さ
と
君
主

で

も

z

f

z

i

-
-
の
喝
A
W
ω
u
u
眠
り
す
る
ζ

ル』が

a
e
，
.
す
v・A智
睡
司
は
陣
則
と
L

i
i
S
4
 

・
A

習宅
-
中
央
公
民
.
で
内
定
険
各
ニ

守
五
人
》
・

中
園

温
羽

-aa

10月

m 

.，ー ィノ盤<<喝

-・山 >T岡山畑

山由一

桐山晦・7日制叫刷会柑

十

n 
十

-
a
瞳
日
午
後
六
時
手
d
A
-
a
τ

i

i

I

g

 

i

z

-

-

t

f

木

曜
"
付
組
関
穴
時
事
d
八
時
与
・

-
i
!
 

?
玄
人
》

a

中
自
糧
初
・
B度

+
m
-
三
回

t
台
宗
写
=
一月
中
旬
の
・
週
火
・
本

陣
周
午
後
六
時
学
t
八
時
学
・

申
圏
直
中
・
・
-m

+
R
九
日

t
来
年
三
月
中
旬
の
・
週
a
・
日

午
後
六
時
孝
t
八
時
単
・

中
翻
笛
申
-
-
a

a
s
u

I
凶
日
4
孝
一
三
2
2
・

辺
・
・
H
午
畿
六
時
g
t
八
時

単
・-

m
勿
・
&
伺
舗
で
R
g
貰
・
・
+

寛
人
》
・

中
-
-
中
・
・
・

十
R
A
自

t
a
烹
匁
三
n
中
旬
め
・
週
火
木

曜
日
午
前
十
時
t

手
-

。
聞
・
・
中
・
・
-a

十
月
八
日

t
来
忽
=
一
月
中
旬
の
・
週
火
・
目

午
後
一
時
t
三
一
脅
・i

a
j
 

t
来
隼
三
月
中
旬
の
毎
週
大
・
a

今
後
三
一一
時
+
A
w
d
亙
時
十
分
・

t

a

f

i

a

 

-
衆
隼
三
一
月
中
旬
の
・
・
週
火
.
凶

守
後
穴
-
R
t
八
時
巴
-

製品原
"
・
・
泊
二
伺
費
ea
す
る
・

燃
は
二
万
六
千
円
湖
守
聞
の

属
鹿
は

-
万
疋
千
円
・

簡
単
軒
受

a--敏
縄

-m腕

日
本
領
曹
勝
検
也
会
の
奮
-
Ra

E

i

i

;

ー

《
檎
辰
町
一
一
住
友
生
・
建
-
R

ピ
ル
六
階

-E鮎
W
4
一
占
一
ヨ
で

は

次

2

2

E

富
Z

Z

高

禄

L

t

1

・
E

で
の
側
後
記
も
，
V
じ
て
‘
.
5
t

平
日
は
午
前
九
・
牟
t
午
倹
岡

崎
刊
十
分
土
・
M
は
正
午
，

Z

E

車
U
2
土
・

畠

w
a
会
に
よ
る
m
・
は
・
週
忽

櫨
日
午
後
一
時
t
R
崎
・



聖 書 恵 霞 三 言 語 音七三言蓋薫き害 毒書芸空言蓋左ぢ票差者 写 空 主 毒至芸 妄 言 君菓き き 至 言?主 君 誉障し ろ次一二件

芸闇 蓋 射 輔 墓 等 …喜重 き 書 き等離 璽 誓 書 毒 蔓 蓑享 重 曹 肝 要章喜 … 重責

写 奉 ≡ 冨…重責妻 至 妻≡妄妻 套 吾 妻 藁葺空 室 要葦喜警 雷 雲 書 喜 酢 弼 … 蔓 雪 雲 妻

完の内す .t 塀 ん 川 , " B.&ノ 良 け 四 川 だ ん ル 辞 は動書警酢 蔓書芸 裏 芸 闇 夏至塁鋸 重 量酢 紺 喜 重

要…蔓 芸毒蓋雲 等 据 墓 筆 書 萱 蔓 享 妄 妄 喜妻 肇 … 蔓至純 鵜 書 芸 ol

軍 票 葉 萱 等芦Lr ■･ *･ fEl ナ: :■手 回 F>+ it TJt 十▲ ▲ 寸志 は 一 口Flh ヰ lIFM Iく ○一言 さ枠 付 のtく千 二 士 手 指 l 支 材 1 干 . 午 と 禦 上 芸i± ふ L エ :､ 号

J が ; 7 き .':I)0 10 の セ練 次 は や が 当

暮.fP花環 の 上 eIO>◆'&■l一九■a匹二 ti ++.■一l■喜一l群校生 .Li 一石{ ■大 ー+ 1カニJr I + I.千lffL iで て& <=*<Jd ++サ十 月は十m五l事t'■ー▲t;;苫ナ 猫 用 服 董蓋

Qp . + 珍一軒 ○も伏* こ■ ′ 千AE=tJ1人ナ生* が.i慮 ､れ汚 与∴A
i三 はぎ 十 間 壷 闇 圏 短 -9 月-+ ttfJ:かL'書も 件行 計十.

JIf '十 ■★■t

/め対の AIl二孝一市Zr 枚 吾 枚 L V T号土～̀まJA′.モヲ人目 0,[ 390 29,-.9.△L9吉 宗 塩… 叫 は 100 一九 は坤 次 .1,ttL, てこ り ン dllりの'いもの 23 125-350 一子 等 ';三三t; 設計 ;;;:二㍍ :Ei で星亨=N '10-人'■ 1′

' タ 2m 183-250 1一差 芸 三;<ふ■h… 叩 .入り .損1 伏 Fl生見 29 .7gZ]A1I( 和声 火 .喜 …･一枚■書 0 10rlA 1 JL･

15先lA
tI名{

且 ( 枚月 各 火 L王) 校 )+ 区 大● ★｢】lllIl室二I.i_志JLのセEl九 l午i禁皇軍IA室号ド す にと ○BA> })し+ iラJ1 と^ fEl る

毒 も i刀+巨与号音Iに倣七(Ii○ . i . 千 +.o> 1∇ ■ 大 化HLr.LuI庄{のは｣｢九の軟JltE5}⊆〇 三 蔓£ 悪 手 千 振I≡ 竺 † 貢 学 芸 莞 仮l ) 石 器竺 歪 斉 集 ま ▼ 十 十 Tl

事 月 4)と

(.) 

障
害
者
の
述
動
会

『
修
曹
の
目
』

大
宮
小
掌
畿
で

昭和刷年 9月"日

隊
舎
者
【
聞き

縮
互
の
受
涯
主

体
カ
め
健
鈴
柑
袖
揮
を
図
る
た
め

r
h

心
身
障
書
-
e
《
聞
き
建
駒
舎
を

俣
の
よ
う
に
開
き
奮
す
・
-
m
e
R
そ

勺
ワ
て
事
録
し
て
〈
だ
き
ー、
.
a申

し
込
み
不
渡
。

i

1

2

1

E

 

A
木
》
午
前
f
時
t
与
喜
一
略

南
天
中
止
マ
と
こ
る
調
書
問
立
大

宮
小
学
校
V
種
目
a
玄
人
れ

Z

E

E

V
送

迎

ス

z

t

p

-
Z

Z

駅

E九時
首
発
証
言

駅
(
葉
博
信
託
銀
行
動
酬
》
午
萄

九
聖
一一十
五
分
脳
血
兜
マ
そ
の
他

国

2

2

2

E

A

e

昼

食
を
用
意
し
ぎ
す
・

写
真
展
で
障
害

者
の
雇
用
訴
え

七

身

長

堅

持

つ

企

画

t

t

t

う

意

欲

喜

z

t

s

に

7

2

9

与

え

ら
れ
な
‘
と
よ
く
L
わ
れ
変
寸
-

s
i
i
i
 

f
t
A
X
1
 

Z

ま

は

じ

主

主

聖

人

2

1

5

i

a

 

十
分
で
な
ー
、
こ
と
も
あ
り
と
も

す

れ

ば

1

n

Z

F

E
E
i
i
 

す
・
し
か
し

一
方
で
陪

心
身
隊

!
i
e
 

i

に

ご

て

一

畿

の

人

に

号

と

も

劣

ら

な

t

f

5

て
L
品
合
も
少
な
く
f
z

ん
e九

月
は
「
心
身
障
脅
看
M
-
m
副
買

運
河
閑
L

I

--』
員
会
に

み
な
さ
ん
の
‘
鳴
を
み
ま
わ
し

て

4

3

2

1

f

あ
れ
ば
奈
良
公
共
属
禦
安
定
所

?

5

一
ご
書
し
て

〈
だ
き
L
.

E

市

役

所

前

5

1
2

りよだ民市良奈第;;，号

i

J

L
三
十
日

L

m
'
a
の
作
寮
東
震
の
写
真
パ
ネ

ル
を
理
不
し
て
市
民
の
み
な
さ

ん

に

需

の

z

s

t

t

i
E
Z

長

パ

T

量

リ

よ

W

A

E

f
t
九
月
一
日
号
八
衝
に
縄

哲

『

iの
た

め

の

t

1

1
2

4
1
L
は
九
月
三
十

四
固
か
ら
側
一
一
+
I
士
一日
に
倍
。
上

げ
変
更
Z
ま
し
た
・
会
場
は
奈

良
ヲ

''t
・

一
第
日
同
チ
ャ
リ
一

一
テ
ィ

1
パ
ザ

l
-

f
i
A
t
 

婦

人

皇

自

体

で

あ

る

E

Yp--》
主
主
催
布

i

i

a

に

よ

る

第

十
三

副
4
F
A
T
M
，
.
7
4
1

4
7
1
が
「
緑

経
獲
疹
盤
掛
伊J

前
向
商
取
矢

E

E
j
v
 

-胃
湾
首
富

一
怠
以
上
二
a宋

泊
の
2
2
保
育
し
て
、
る
人

z

f

F

1

・

2

=

下

人
。
時
聞
は
年
後
一
時
i
f
三
時
学
・

ω
月
9
M

「

W
兇
め
目
黒
問
に
答

「

幼

告

霊

長

庖

え
て
L

Z

L

 

m
n
m
日

L
品
開
予
防
L

m
月
お
日
寸
幼
児
の
心
の
発
遁

主
主
L

z

s

r

E

で

申

し

込

ん
で
〈
だ
き
見
当
日
は
母
子
手

帳Lとezuz
周
R
A
を
お
忘
れ
な
く
a

「
幼
児
の
蓄
と
む

三
-
児
健
聡
陽
子
ど
も
の
量
a
R

2

主

主

切

な

健

E

査

で

す
a
閑
惨

倹
廃
備
制

w--s

R

E

-

-

z

E

 

め
欄
定
τ

育
児
術
蕩
も
@
対
象
凶
氾

の
奈
良
か
ら
愛
の
t
e
l

-

-

L

に

つ

ぎ

の

よ

2

聞
か
れ
室
寸
・

と
き
・
九
月
三
十
七
自
主

午
前
十
一
時
t
午
後
三
時
マ
と

叫

T
B
Z
E
H号

-

Eaふ
宮
他
伺
瀧

u
J

羽
子
宮
野
ν
-
-
s
'
毎
週
火
畑

一
本
曜
日
午
後
一
句
堅
二

問

料
千
二
百
円
。
定
員
二
十
目

白

人

・

日
現
ガ
，
.
.
 E
u
e
川
第
二
一

一
第
四
月
曜
日
午
後
一
時
一

個

E

Z

R

-

z

z

四
十
人
・

H

咽
対
象
岡
三
十
a

以

上

匂

・

一
安
鎗
申
し
込
み
・
伐
復
は
が
一

回
き
に
受
払
語
科
目

住

所

山

岨

氏

名

古

書

号

m

副

主

主

市

内

回

E

八

日

出
断
町
奈
良
保
健
所
(
・

田

町
@
六
一
七
二

三

一

'i'叢
-
m
鍵
-
R
邑
聞
で

a
R
-
E

U
開
拘
五
十
七
信
号
四
月
三
日
t
問

手月一
u

t

q

受
付
崎
聞
は
午
前
九
時
t
十
一

時
午
後
一
時
t
一

一時
李
の
一

一

図
。
MH
金
は
無
料
。
当
日
は
母
子

E

E

忘

れ

T

J

Z

ぽ

は
順
次
姻
鋼
板
V

ゆ
月
3
目
撃
練
省
大
等
定
主
同

後
区

m
n

ロ
R
a
m
-
m
w
弁

大
綱

生

-w授
区

間
月
U
日

大

宮

絢

隼

格

制

各
校
区

間
R
a
u
伎
町
臥
鍍
医
北
・
棟

受

話

望

校

区

民
間一回

こ
7

t

i

s

-

Z

品

物

品

聖

火

書

長

大

型

=

門

聖

書

自

の
事
づ
く
り
E
ゃ
喜
朗
品

E

I

s

-

-

型

金

子
向
。

一一花
木
の
・
一不
即
売
会

!
i会

b
つ
ぎ

の
よ
う
に
花
木
の
里
皇
室

聞
き
ま
す
@

S

L

E

I

回

一

亨

九
日
午
前
九
時
t
午
後
五
時
v

i
--専

属
女
房

《

E
V
E
-花

木

里

量

な

ど

V
T

i
--
i
'
 

《盆
鈎
園
大
二
一
》
へ
。

き

と

す

長
良
市
民
だ

i

t

-

-

二

酒

量

の
「
E
た
の
車
砲
は
L
2

4

1

同

書

で

定

時

登

録
し
た
I
』
生
「
九
月
-
n
現

i

E

一

日

に

i
b

創
刊
五
十
九
写
一

一月
生
ま
れ
。
身
長

!
i問

・

6

・
“
惨
粛
と
保
健
指
導
。
般

道

に

は

問

2

2

9

ま

す

β

八
月
十
五
日
以
降
の
転
入
着

工

自

の

z

-

E

L

人

は

5

7

1

・

3

次
の
通
り
で
時
間
は
t
ず
れ
も
午

後
一
時
学
ie
一
一時
半
@
血
扇
子
手
帳

E
忘
れ
な
〈
.

ま
九
:
M
位
産
婦
自
“
"
-
R
訟
も
こ

の
自
由
で
岡
野
号
、
1
・

H
帯
保
健
宅
y

・91

・

m

f

n

E

Z

E

 

権
井
健
保
犬
安
企
守
伏

見
療
費
繭

e
伏
見
陶
各
使
区

ω
n
u
a
大
宮
俣
市
明
治

値
桐
量
事

e
単

w
u
m

右
京
e

周
原

働
生
大
柳
生
耐
大
島守北

喜

ZE区

Y
M図
書

主

Z

E

t

2

5

 

2

2

E

昔
E

月ー-9 理理璽臨
E 

前月Utペ刷酢川 J 吋隙川崎刊しても.すが即値得上

府知かかる企Jニろ廿{印刷旧制値阿川

嗣'"包.薗備帽" ぜ 醐

川

m 

"岨

位

ー-

， 格.阻• 

』
に
改
め
ま
す
・

圏
西
侮
公
民
鱒
t
a

官

官

賞

E
;

歯
車
甫
‘
.
界
青
狗

二
名

量

2

=

r・

2

き

丘

寓

E

=

2

2

a

区
ー
、
現
児
健
康
相
談

;
J

:

i

;

ー

量

四
円

mi
;lt
 

乳

児

の

型

車

〈

置

し

こ

れ

に

g

i

z

高

じ

る

g

i

i

z

保
健
セ

γ
タ
ハ
二
条
大
路
富
岡一

T
u

--
@
一
一
一
-
V
LZ
耐
奈

良
県
民
セ
;
:

2

2

一

了

H

・
⑩
五
九
一

-
v

で
実
‘

i
1
9
J
 

青

ま

き

に

は

問

E

E

i
s
-
-
i
 

の

&

入

E

5

F

Z

ん

の

で
直
君
"
へ
来
て
〈
2
1
.

E

Z

A

身

体

肝

測

量

処

書

E

E

h

t
E

3 

^ " 

s 

z 

， " 
2
3
9
 

a

a

 

z
-
1
o
'
3
o
l
--
E
 

1
3
3
1

1
 

A
U

企

6

0

A

企

。

~-欄

・，-~

~-捌

t71-5l。
?ト別

'"寸関

9・一副
ω ーω
湖一ω
』舗一m
.-，鍋
~-m 

zω-~ 

1駒-，花

関-"
m-~ 

310-370 

m-m 
m-揃

舗-，舗

，，，-揃

制

湘

制

川

m 

制
制
山
町
m
m
m
m
m
m
問
翻
却
制
m
m

側 判 明4・..品 K旭町

する的、合 .，閣区
|舗川 UIo.iII 

ト 6<0 ，>.，)人吋剛E

切身同 '000 

.・色 上'000

出幽η."もの '" 
ノータ" 由凶"の.、もの

'" 飢同十，，'、もの '" 

州同十J"'J'ι'" '" 
幽闘 'J'" J、むの '" 
す き め 同""f'"山
トン.. 隆明。_;<. 100. 

アp イヲ J巴H t'..-~ 100， 
酎臥リ 1叩…
MtlO個人時 日 夕

f-..w. ，斤

剛 μ 袋

ザ"時けげ附叫遺

.後入') 1" 
LO・a 袋入 " 旬• .， '1 "11入刊 m・，. 

欄寸陥
1，"'" 1・'" n 入 q

。
.u 

制寸"

1湖 一 ，，0拘

1 :lO-~ 

悌一ω
'" 
n. 

，.・
凶

"ルプ

""・ H 叫ゐ，.，
.明均タ-，~少 1 凶

2山

‘'ール入リ

筒"ン

ω. 

...ち
も か

温~"

" tt，~ 

"れ、"
IH~も

.ヤヘ y

tごも " 

勾肉

豚肉

‘'‘ 守 4開• • .'" 
間 岬 叫

， ，う吻

みそ• • .，グ向.
イ~"，，，， t
~-t-

円亀ご〈珊

合成.嗣

》イ， ，ト
ぺーずー

" . 
タリ-.>.，グ

v 4 後
ぱ
網
目
置
は
次
の
通
り
で
t

各
自
と
も
午
繍
九
盛
岡
学
t
j
'
防

ゆ
+
・
6
4
乎
瞬
間
砂
原
，
只

タ
オ
ル
換
え
お
む
つ
n
s
ハ
Z

ル
ク
の
お
a
m
は
刷
用
怠
し
て
あ
り
ま

す》

・

一五
千

2
量

z

i

i

E

 

青
年
海
外
協
力
隊

員
募
集
の
脱
明
会

園
際
崎
町
カ
・
・
・
無
間
関
西
支
忽
で

は

昭

和

六

よ

E

S

E

外

臨

i
u
t
i

t

E

T

A

T

-

-

i
tア

ジ

ア

ア

プ

リ

カ

中

近

東

富

傘

商

事
2

5

上

園

長

L

;
i
z
 

高

虚

し

そ
の
園
の
園
づ
〈
り

に

R

L

i

与

:

の

で

す。

岡
市
保
健
セ
マ
，
タ
ー
で
M

m
R
1
H
〔
火
V
鮫
阪

e
a飛
鳥

e

済
受
賞
市
明
治
校
長
北

a恒
例

鉱

区

M
M
n
7
陸
ハ
M
g
也
市
井
健
保

Z

E

t

a

盲

峨
念
会
役
区

w
n

m
H
(
火
V
大
宮

大
安
守

百
他
局
見
各
校

K

m
n
n
n
《
帥
月
)
‘
脇

ふムハ
am

g
・
商
務
費
富
岡
各
位
区

m
un
E
n
《
火
〕
大
安
皐
守
乎
銭

右

京

関

原

栂

生

大

柳

生

器

費

量

ぱ

m
m
m
a
【
火
》
伏
見
良
市

伏

見

瑚

西

大

Z

E

m

=
一
=ニ・

朱
寵
各
校
区

関西
宮

t
f
?
?

l

F

i

z

z

z

 

3

1

一

月

八

自

主

一
一+l
二
目

内
金
V
両
日
と
も

午
後
占

t
i
t-
-

」

の鰻〉〈モニタ

t;d;，llII.IIob'..に叫措制"危吋j:ll;，1IIか日調工食品時制で

Tb'. I刷"t~H時間1' ''' '' :'''o 'J 闘の食品蜘蜘刷跡周刺入れ
;，j，，f，fHlb'削 tT.IJ3I*"H咽i..llĴS....一円制約t"*11帥.
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